
昨
年
の
七
月
二
〇
日
頃
、
市
内
長
岡
、

村
木
、
柏
原
な
ど
に
国
指
定
特
別
天
然
記

念
物
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
飛
来
し
長
期
滞
在

し
て
い
た
こ
と
は
、
新
聞
各
紙
で
紹
介
さ

れ
、
実
際
に
そ
の
す
が
た
を
目
に
し
た
人

も
多
い
と
思
い
ま
す
。
周
辺
住
民
が
七
月

二
五
日
に
オ
ス
を
見
つ
け
、
二
八
日
に
メ

ス
が
合
流
し
た
の
を
湖
北
野
鳥
セ
ン
タ
ー

（
長
浜
市
）
が
確
認
し
ま
し
た
。
長
浜
市
高

月
町
雨
森
で
も
二
一
日
か
ら
メ
ス
一
羽
の

飛
来
が
確
認
さ
れ
て
い
て
、
米
原
市
の
オ

ス
に
合
流
し
ま
し
た
。
連
れ
だ
っ
て
稲
田

や
水
路
で
餌
の
カ
エ
ル
な
ど
を
つ
い
ば
み
、

約
二
メ
ー
ト
ル
の
翼
を
広
げ
て
上
空
を
旋

回
し
た
り
、
写
真
や
絵
本
な
ど
で
し
か
見

た
こ
と
が
な
か
っ
た
、
電
柱
上
で
休
む
よ

う
す
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

二
羽
と
も
に
、
繁
殖
に
取
り
組
む
コ
ウ

ノ
ト
リ
の
郷
公
園
（
兵
庫
県
豊
岡
市
）
の

足
輪
が
あ
り
、
メ
ス
は
京
丹
後
市
で
四
〜

五
月
に
自
然
繁
殖
で
五
羽
生
ま
れ
た
う
ち

の
一
羽
と
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
す
ぐ
父
親

を
亡
く
し
、
同
公
園
が
育
て
て
七
月
九
日

に
自
然
復
帰
し
ま
し
た
。
同
公
園
に
よ
る

と
、
も
う
一
羽
も
自
然
繁
殖
に
よ
り
一
昨

年
の
夏
に
放
鳥
さ
れ
た
一
歳
年
上
の
オ
ス

と
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
幼
鳥
同
士
で
、「
つ

が
い
に
な
る
に
は
早
く
、
餌
場
に
寄
り
合

っ
て
行
動
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
」
と
の
こ

と
で
し
た
。

湖
北
野
鳥
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
と
、
コ
ウ

ノ
ト
リ
の
県
内
飛
来
は
平
成
二
一
年
か
ら

毎
年
確
認
さ
れ
、
県
北
部
が
兵
庫
県
生
ま

れ
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
飛
行
ル
ー
ト
に
な
っ

て
い
る
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
個
体
が

昨
年
選
ん
だ
飛
行
コ
ー
ス
を
、
別
の
個
体

が
一
年
後
に
追
従
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
不

明
で
、
米
原
市
で
羽
根
を
休
め
る
理
由
も

わ
か
ら
な
い
も
の
の
、
自
然
環
境
が
豊
か

で
、
静
か
な
環
境
を
好
ん
で
い
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
目
に
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
科
、

サ
ギ
科
、
ト
キ
科
が
あ
り
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
は

ツ
ル
よ
り
も
サ
ギ
や
ト
キ
に
近
い
種
類
で

す
。
翼
を
開
い
た
長
さ
二
〇
〇
〜
二
二
〇
セ

ン
チ
、
全
長
約
一
一
〇
セ
ン
チ
、
体
重
四
〜

五
キ
ロ
の
大
型
の
水
鳥
で
、
天
野
川
で
餌
を

探
す
す
が
た
は
、
ほ
か
の
サ
ギ
類
を
圧
倒
し

ま
す
。
羽
色
は
白
と
金
属
光
沢
の
あ
る
黒
、

ク
チ
バ
シ
は
黒
味
が
か
っ
た
濃
い
褐
色
。
脚

は
赤
く
、
目
の
周
囲
に
も
赤
い
ア
イ
リ
ン
グ

が
あ
り
、
識
別
は
容
易
で
す
。
成
鳥
は
発
声

す
る
た
め
の
器
官
が
衰
え
て
い
て
声
を
出
し

ま
せ
ん
が
、
ク
チ
バ
シ
を
カ
タ
カ
タ
と
鳴
ら

す
ク
ラ
ッ
タ
リ
ン
グ
を
し
ま
す
。
と
く
に
繁

殖
期
は
雌
雄
の
愛
情
を
確
か
め
合
う
ク
ラ
ッ

タ
リ
ン
グ
を
盛
ん
に
お
こ
な
い
ま
す
。
肉
食

性
で
、
魚
と
り
わ
け
ド
ジ
ョ
ウ
を
好
み
、
一

日
約
五
〇
〇
グ
ラ
ム
を
食
べ
る
大
食
漢
で

す
。
そ
の
分
布
は
、
東
ア
ジ
ア
に
限
ら
れ
、

そ
の
数
は
三
千
羽
く
ら
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。ヨ

ー
ロ
ッ
パ
で
は
、「
赤
ん
坊
は
コ
ウ
ノ

ト
リ
の
く
ち
ば
し
で
運
ば
れ
て
く
る
」「
コ

ウ
ノ
ト
リ
が
住
み
着
い
た
家
に
は
幸
福
が

訪
れ
る
」
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す

が
、
生
物
学
的
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
コ
ウ

ノ
ト
リ
は
い
な
い
の
で
、
シ
ュ
バ
シ
コ
ウ

（
朱
嘴
コ
ウ
）
と
い
う
く
ち
ば
し
の
赤
い
近

縁
種
で
す
。

江
戸
時
代
に
は
ほ
ぼ
全
国
に
み
ら
れ
ま

し
た
が
、
明
治
の
乱
獲
に
よ
り
各
地
で
姿

を
消
し
て
い
き
ま
し
た
。
第
二
次
世
界
大

戦
で
は
営
巣
木
と
な
る
松
の
大
木
が
伐
採

さ
れ
、
餌
場
の
湿
地
の
干
拓
や
埋
立
て
、

農
薬
散
布
な
ど
が
原
因
で
、
昭
和
四
九
年

（
一
九
七
一
）
五
月
二
五
日
、
国
内
の
野
生

コ
ウ
ノ
ト
リ
は
絶
滅
し
ま
し
た
。
現
在
で

は
、
ロ
シ
ア
の
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
か
ら
送
ら

れ
た
六
羽
の
幼
鳥
か
ら
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

郷
公
園
内
外
で
一
六
〇
羽
に
増
え
、
三
三

府
県
へ
の
飛
来
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

三
月
一
二
日
ふ
た
た
び
ペ
ア
は
帰
っ
て
き

ま
し
た
。〔
参
考：

『
鴨
と
蛍
と
さ
ぎ
草
の

ま
ち
（
第
二
五
集
）』〕（歴

史
文
化
財
保
護
課
）
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特
別
天
然
記
念
物
コ
ウ
ノ
ト
リ
飛
来

―
自
然
環
境
豊
か
な
米
原
―

米
原
市
の
歴
史
・
文
化
財
を
歩
く
110

田
園
を
優
雅
に
飛
ぶ
す
が
た

も
っ
と
も
身
近
な
大
き
な
鳥


